
村 政 第 １ ９ ４ 号 

平成２２年７月２６日 

 

村上市行政改革推進委員会 

会 長  忠    聡  様 

 

村上市長 大 滝 平 正 

 

 

 

村上市における行政外部評価のあり方について（諮問） 

 

 

本市における実効性の高い施策、事業の推進のためには、市民の満足度や行政経営の効

率化を高める行政評価を行っていく必要があります。 

つきましては、市民のための行財政経営を推進し、市民が行政に参画できる仕組みづく

りを含めた行政外部評価のあり方について諮問します。 
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参考資料 

 

村上市における行政外部評価のあり方を検討するにあたっての事務局素案 

 

（１）現状 

合併前の旧５市町村においては、いずれも総合計画をはじめとした各種計画に対してそ

の進捗管理に行政外部の評価を導入し、結果を事業改善につなげるような仕組みを行って

きていませんでした。また、行政内部での評価も計画どおりに進められたか否かの実施事

業の検証であり、事業の成果指標を示し、どのような効果を発揮したのかが明確にされて

きませんでした。 

昨年度、合併後最初となる「第 1 次村上市総合計画」を策定したところでありますが、

この「第 1 次村上市総合計画」では、計画の進捗管理においてマネジメントサイクルによ

る行政評価と情報公開の徹底を掲げ、協働のまちづくりや市民が行政に参画できる仕組み

づくりを目指しています。 

 

 

【第１次村上市総合計画抜粋】 

 

（２）評価対象 

市の最上位計画である「第１次村上市総合計画実施計画」を対象とします。 

なお、昨年度策定した前期実施計画（平成２１年度～平成２４年度）では、１９９事業を

掲載していますが、そのすべてを毎年度個々に評価するものでなく、評価対象事業をピッ

クアップして行っていく手法が適当と考えます。 
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また、「村上市行政改革大綱前期実施計画」に対する進捗管理については、大綱に示すと

おり、進捗状況を行政改革推進委員会に定期的に報告し、意見を求め、適正な進行管理に

努めるものとします。 

 

（３）評価実施機関 

評価の実施にあたっては、既存の総合計画審議会及び行政改革推進委員会といった母体

をそのまま評価実施機関とするものでなく、新たに「外部評価委員会（仮称）」を設けるも

のとします。 

また、「外部評価委員会（仮称）」は、学識経験者と公募による市民での構成を想定し、

学識経験者には行政評価を熟知した専門的評価を求め、公募市民から市民目線での評価を

行うことで、行政内部での評価と外部評価のかい離を明らかにして、市民のための行財政

経営の推進を図るものとします。 

 

（４）評価の体制及び流れ 

 

 ＜体制＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 市議会 

外部評価報告書 

公

開 

村上市 

 

 

 

 

 

 

 

 

行革推進本部会議 

（最終評価） 

所管部署の評価 

（１次評価） 

 
外部評価委員会 

（仮称） 
 

学識経験者 

公募市民 

 

※必要に応じて 

「分会」を設置 

評価依頼 

意見書 

公募市民として参画 

委員会の公開 

※公募にあたっての基準につ

いて要協議 
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＜流れ＞ 

村上市 外部評価委員会 

  

 

 

①主管部署による評価（１次評価） 

②行革推進本部会議で評価（最終評価） ①市から評価依頼を受ける 

②評価対象事業の選定 

③評価の実施 

・書類（評価表）による審査 

・主管部署へのヒアリング 

④評価結果を意見書として市提出 ③提出された意見書に対する対応策

の検討 

④行革推進本部会議で方針決定 

行政評価報告書の公表（市から外部評価委員会へ報告） 

⑤次年度予算への反映 


